
PDF issue: 2024-07-21

<書評と紹介> 小口雅史編 『海峡と古代蝦
夷』

中澤, 寛将 / NAKASAWA, Hiromasa

(出版者 / Publisher)
法政大学史学会

(雑誌名 / Journal or Publication Title)
法政史学 / 法政史学

(巻 / Volume)
77

(開始ページ / Start Page)
79

(終了ページ / End Page)
85

(発行年 / Year)
2012-03-24



七
九

書
評
と
紹
介

　
　
　
　
　

一

　

本
書
は
津
軽
海
峡
を
挟
ん
で
対
峙
す
る
北
海
道
と
東
北
北
部
の
交
流
の
実

態
を
、
土
器
類
を
中
心
に
再
精
査
し
た
上
で
、
比
較
検
討
し
て
具
体
的
に
描

き
直
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
学
術
書
で
あ
る
。
本
書
は
、
編
者
で
あ
る
小
口

雅
史
氏
が
代
表
を
務
め
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
交
易
と
交
流
の
深
化
と
断

絶
過
程
か
ら
み
た
、
津
軽
海
峡
を
挟
む
古
代
北
方
世
界
の
実
態
的
研
究
』（
平

成
二
〇
～
二
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
））
の
研
究
成
果
を
、

広
く
学
界
に
問
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
総
論
を

含
む
一
〇
本
の
論
文
か
ら
構
成
さ
れ
、
い
ず
れ
も
古
代
北
方
史
研
究
の
第
一

線
で
活
躍
さ
れ
る
研
究
者
に
よ
る
最
新
の
成
果
を
所
収
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

小
口
氏
は
、
本
書
冒
頭
で
「
文
献
史
学
と
考
古
学
研
究
の
協
業
・
融
合
を
、

北
方
世
界
に
即
し
て
具
体
的
に
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
交
易
と
交
流

の
具
体
層
を
鮮
明
に
描
き
出
し
、
そ
の
展
開
過
程
か
ら
、
津
軽
海
峡
が
交
易

と
交
流
を
深
化
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
た
時
期
と
、（
も
し
あ
る
の
な
ら
ば
）

境
界
と
し
て
両
者
を
断
絶
さ
せ
た
時
期
と
を
明
確
に
分
け
、
こ
れ
ら
を
総
合

し
て
北
緯
四
〇
度
以
北
の
世
界
の
史
的
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
」
を
目
指
す

と
述
べ
て
い
る
。
近
年
、「
学
融
合
」
や
「
交
流
・
交
易
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
た
研
究
視
角
は
増
え
つ
つ
あ
る
。
特
に
、
文
献
史
料
が
少
な
い
古
代
北
日

本
の
実
像
を
解
明
す
る
に
は
、
考
古
学
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
諸
科
学
と
連

携
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
本
書
は
貴
重
な
成
果
と
言
え
る
。

　
　
　
　
　

二

　

本
書
の
構
成
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

本
書
の
視
角
と
課
題
〈
小
口
雅
史
〉

　
　

総
論　

津
軽
海
峡
を
挟
む
古
代
北
方
世
界
の
実
態
〈
小
口
雅
史
〉

　
　

第
１
部　

海
峡
以
北
の
世
界
と
東
北
北
部

　
　
　

オ
ホ
ー
ツ
ク
集
団
と
続
縄
文
集
団
の
交
流
〈
天
野
哲
也
・
小
野
裕
子
〉

　
　
　

古
代
北
海
道
の
民
族
的
世
界
と
阿
倍
比
羅
夫
遠
征
〈
瀬
川
拓
郎
〉

奥
尻
島
出
土
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
式
土
器
を
め
ぐ
る
試
論

〈
中
村
和
之
・
竹
内　

孝
〉

　
　
　

続
縄
文
後
半
期
の
道
央
地
域
の
位
置
に
つ
い
て
〈
小
野
裕
子
〉

　
　

第
２
部　

海
峡
以
南
の
世
界
と
北
海
道

　
　
　

古
代
北
奥
・
北
海
道
の
地
域
間
交
流
〈
齋
藤　

淳
〉

　
　
　

蝦
夷
社
会
の
須
恵
器
受
容
と
地
域
性
〈
宇
部
則
保
〉

　
　
　

古
代
北
日
本
に
お
け
る
移
住
・
移
民
〈
八
木
光
則
〉

　
　
　

東
北
北
部
に
お
け
る
沈
線
文
土
師
器
〈
伊
藤
博
幸
〉

　
　
　

秋
田
城
下
の
蝦
夷
と
津
軽
・
渡
嶋
の
蝦
夷
〈
熊
谷
公
男
〉

　
　

む
す
び
に
か
え
て
〈
小
口
雅
史
〉

小
口
雅
史　

編

『
海
峡
と
古
代
蝦
夷
』

	

中
澤　

寛
将
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法
政
史
学　

第
七
十
七
号

八
〇

　

本
書
は
、
大
き
く
分
け
て
、「
第
一
部　

海
峡
以
北
の
世
界
と
東
北
北
部
」

と
「
第
二
部　

海
峡
以
南
の
世
界
と
北
海
道
」
の
二
部
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

前
者
が
北
海
道
や
そ
れ
以
北
の
世
界
で
展
開
し
た
交
流
、
さ
ら
に
は
北
東
北

と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
、
後
者
が
北
東
北
と
そ
の
南
側
の
「
日
本
国
」、

そ
し
て
津
軽
海
峡
以
北
の
北
海
道
と
の
交
流
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
全
体
を

通
し
て
、
土
器
類
を
中
心
と
し
な
が
ら
地
域
性
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
地

域
間
の
交
流
・
交
易
の
実
態
を
論
じ
る
。
ま
た
、
す
で
に
研
究
が
蓄
積
さ
れ

て
い
る
文
献
史
料
の
再
評
価
も
行
わ
れ
て
い
る
。
以
下
、
本
書
の
構
成
に
沿
っ

て
、
各
論
考
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　

小
口
雅
史
「
津
軽
海
峡
を
挟
む
古
代
北
方
世
界
の
実
態
」
は
、
本
書
の
総

論
と
し
て
、
古
代
北
方
世
界
の
交
流
・
交
易
に
関
す
る
研
究
上
の
論
点
を
提

示
し
、
各
論
文
の
位
置
付
け
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
、
本
書
で
は
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
文
化
が
サ
ハ
リ
ン
南
部
か
ら
北
海
道
道
東
・
日
本
海
沿
岸
へ
南
下
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
集
団
と
続
縄
文
文
化
集
団
と
の

相
互
関
係
を
古
代
北
方
世
界
に
お
け
る
異
文
化
接
触
と
交
流
の
始
ま
り
と
捉

え
、
続
縄
文
時
代
後
期
（
後
北
Ｃ
２

・
Ｄ
式
期
）
以
降
、
お
お
む
ね
四
・
五
世

紀
以
降
が
検
討
対
象
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
当
該
期
は
、
斉
明
四
～
六
年

（
六
五
八
～
六
六
〇
）
の
阿
倍
比
羅
夫
に
よ
る
北
方
遠
征
、元
慶
二
年
（
八
七
八
）

に
出
羽
国
北
部
で
勃
発
し
た
元
慶
の
乱
と
い
っ
た
北
方
世
界
の
諸
集
団
の
動

向
を
伝
え
る
文
献
史
料
が
僅
か
な
が
ら
存
在
し
、
文
献
史
学
と
考
古
学
と
の

協
業
に
よ
っ
て
北
方
世
界
の
枠
組
み
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

第
１
部
は
、
海
洋
資
源
を
利
用
し
た
漁
猟
狩
猟
文
化
と
し
て
知
ら
れ
る
サ

ハ
リ
ン
南
部
～
北
海
道
で
展
開
し
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
、
本
州
の
弥
生
・
古

墳
時
代
に
北
海
道
で
展
開
し
た
続
縄
文
文
化
（
特
に
続
縄
文
文
化
後
半
期
）、

本
州
で
展
開
し
た
古
墳
文
化
と
い
う
三
つ
の
異
な
る
文
化
の
接
触
・
交
流
に

つ
い
て
検
討
を
行
い
、
文
献
史
学
で
議
論
さ
れ
て
き
た
阿
倍
比
羅
夫
北
征
記

事
の
再
評
価
を
行
う
。
特
に
、
第
一
部
で
論
点
と
な
る
の
は
、
サ
ハ
リ
ン
南

部
で
成
立
し
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
集
団
の
南
下
、
そ
れ
と
同
時
に
生
じ
る
続

縄
文
文
化
集
団
の
北
東
北
へ
の
進
出
、
さ
ら
に
は
各
文
化
相
互
の
接
触
・
交

流
の
実
相
の
解
明
で
あ
る
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
と
続
縄
文
文
化
の
接
触
関
係
に
つ
い
て
扱
っ
た
天
野
哲

也
・
小
野
裕
子
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
集
団
と
続
縄
文
集
団
の
交
流
」
は
、
北
大
式

土
器
の
成
立
に
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
前
半
期
の
刺
突

文
系
土
器
の
施
文
具
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
本
論
文
で
は
、
北
大
式
に
顕
著

で
あ
る
管
状
施
文
具
を
用
い
て
刺
突
文
系
文
様
を
施
し
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
式
土

器
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
時
期
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
式

土
器
へ
の
管
状
施
文
具
は
続
縄
文
文
化
集
団
と
の
交
流
の
過
程
で
も
た
ら
さ

れ
た
可
能
性
が
高
い
と
す
る
。
そ
の
上
で
、続
縄
文
文
化（
後
北
Ｃ
２
・
Ｄ
式
期
）

段
階
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
集
団
（
十
和
田
式
）
か
ら
刺
突
文
の
伝
統
が
伝
え
ら
れ

て
原
初
的
な
北
大
式
が
成
立
し
、
そ
の
一
方
で
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
集
団
は
管

状
文
様
（
竹
管
文
）
嗜
好
の
伝
統
を
続
縄
文
文
化
か
ら
受
け
入
れ
た
と
推
定

す
る
。
そ
の
年
代
は
五
世
紀
前
半
、
場
合
に
よ
っ
て
は
四
世
紀
後
半
に
遡
る

と
い
う
。

　

瀬
川
拓
郎
「
古
代
北
海
道
の
民
族
的
世
界
と
阿
倍
比
羅
夫
遠
征
」
で
は
、

阿
倍
比
羅
夫
遠
征
が
古
代
北
海
道
の
民
族
的
世
界
の
転
換
と
、
そ
の
後
の
ア

イ
ヌ
集
団
の
環
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
域
進
出
と
か
か
わ
る
出
来
事
で
あ
っ
た
こ
と

を
述
べ
る
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
集
団
は
鈴
谷
期
（
四
世
紀
）
に
サ
ハ
リ
ン
か
ら
北
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八
一

書
評
と
紹
介

海
道
へ
南
下
を
開
始
し
た
時
、
続
縄
文
文
化
後
期
（
後
北
Ｃ
２―

Ｄ
式
期
）
に

続
縄
文
集
団
も
東
北
北
部
へ
南
下
を
開
始
す
る
が
、
そ
の
目
的
を
寒
冷
化
で

は
な
く
、
古
墳
集
団
の
鉄
製
品
入
手
に
あ
っ
た
と
み
る
。
ま
た
、
定
住
し
な

が
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、
北
海
道
か
ら
の
物
流
を
仲
介
し
つ
つ
、
み
ず

か
ら
も
毛
皮
な
ど
の
交
易
品
生
産
を
行
う
「
定
住
型
交
易
」
か
ら
、
季
節
的

に
訪
れ
て
交
易
す
る
「
滞
留
型
交
易
」
へ
の
移
行
は
六
世
紀
に
遡
る
可
能
性

が
高
く
、
交
易
は
途
絶
し
た
の
で
は
な
く
、
組
織
的
な
形
に
変
容
し
て
い
っ

た
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、『
日
本
書
紀
』
斉
明
紀
の
阿
倍
比
羅
夫
北
征
記
事

を
読
み
直
し
、
粛
慎
の
最
前
線
で
あ
る
「
幣へ
ろ
べ
の
し
ま

賂
弁
嶋
」
を
奥
尻
島
、「
大
河
」

を
後し
り
べ
し
と
べ
つ
が
わ

志
利
別
川
に
比
定
し
て
い
る
。

　

中
村
和
之
・
竹
内
孝
「
奥
尻
島
出
土
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
式
土
器
を
め
ぐ
る
試

論
」
で
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
集
団
の
日
本
海
岸
域
の
南
下
を
証
左
す
る
も
の
と

し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
奥
尻
島
出
土
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
式
土
器
に
つ
い
て
、
そ

の
砂
粒
成
分
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
奥
尻
島
出
土
の
オ
ホ
ー

ツ
ク
式
土
器
は
同
島
の
縄
文
土
器
・
続
縄
文
土
器
・
擦
文
土
器
の
砂
粒
成
分

と
異
な
る
こ
と
か
ら
、
同
島
出
土
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
式
土
器
の
な
か
に
は
島
外

（
お
そ
ら
く
礼
文
島
か
）
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
が
存
在
す
る
可
能
性
を
指

摘
す
る
。
ま
た
、
交
易
形
態
に
つ
い
て
は
、
奥
尻
島
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
人
は
、

長
期
間
に
わ
た
っ
て
定
住
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
春
の
初
め
に
来
て
冬
の

初
め
に
引
き
上
げ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
、
季
節
的
な
滞
在
を
繰
り
返
し
て
い

た
可
能
性
を
推
測
し
て
い
る
。

　

小
野
裕
子
「
続
縄
文
後
半
期
の
道
央
地
域
の
位
置
に
つ
い
て
」
は
、「
後
北

Ｃ
２

・
Ｄ
式
」
土
器
の
型
式
学
的
特
徴
と
変
遷
、
地
域
間
比
較
を
行
い
、
道
央

地
域
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、道
内
の「
後
北
Ｃ
２
・

Ｄ
式
」
土
器
は
、
後
志
を
含
む
道
央
部
の
石
狩
低
地
帯
に
お
い
て
型
式
的
に

強
い
類
似
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
再
確
認
し
、
道
央
部
は
「
後
北
Ｃ
２
・
Ｄ
式
」

土
器
段
階
を
通
じ
て
地
方
へ
の
情
報
の
発
信
源
と
し
て
の
位
置
を
保
ち
続
け

た
と
捉
え
る
。
ま
た
、
東
北
地
方
へ
の
「
後
北
Ｃ
２

・
Ｄ
式
」
の
分
布
拡
大
の

動
機
は
、「
有
用
財
」
で
あ
る
鉄
器
入
手
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
と
り

わ
け
、
東
北
地
方
で
僅
か
な
が
ら
出
土
す
る
「
後
北
式
土
器
」
は
、
施
文
方

法
に
お
い
て
微
隆
起
・
帯
縄
文
・
三
角
形
烈
点
文
の
セ
ッ
ト
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
烈
点
文
の
有
無
と
道
東
部
的
な
施
文
規
則
、
鋸
歯
文
を
多
用
す

る
意
匠
が
確
認
で
き
な
け
れ
ば
、
東
北
地
方
出
土
の
「
後
北
式
土
器
」
は
道

南
部
を
含
む
道
央
地
域
と
関
わ
り
で
捉
え
ら
れ
る
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。

　

第
二
部
「
海
峡
以
南
の
世
界
と
北
海
道
」
で
は
、
視
点
を
南
に
移
し
、
古

代
の
北
東
北
と
津
軽
海
峡
の
北
に
対
峙
す
る
北
海
道
、
南
側
の
出
羽
・
陸
奥

と
の
交
流
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
特
に
、
考
古
資
料
か
ら
地
域
性
を
把
握
し
、

そ
の
上
で
地
域
間
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　

齋
藤
淳
「
古
代
北
奥
・
北
海
道
の
地
域
間
交
流
」
は
、
北
海
道
で
出
土
す

る
土
師
器
坏
、
北
奥
で
客
体
的
に
出
土
す
る
擦
文
（
系
）
土
器
甕
に
つ
い
て

検
討
し
、
北
東
北
の
地
域
性
や
北
海
道
と
の
地
域
間
関
係
を
浮
き
彫
り
に
し
、

土
器
の
製
作
地
問
題
に
も
踏
み
込
み
な
が
ら
、
地
域
間
交
流
の
実
態
に
つ
い

て
論
じ
る
。
北
奥
出
土
土
師
器
坏
の
器
形
・
法
量
等
の
検
討
か
ら
、
北
海
道

出
土
の
土
師
器
坏
が
本
州
か
ら
の
搬
入
品
で
は
な
く
、
北
海
道
在
地
の
用
途
・

嗜
好
に
基
づ
き
、
北
海
道
で
製
作
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
方
、

津
軽
地
方
を
中
心
に
確
認
さ
れ
て
い
る
擦
文
（
系
）
土
器
は
、
北
海
道
で
は

な
く
、
津
軽
地
方
を
中
心
と
し
た
在
地
社
会
で
製
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
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二

岩
木
川
流
域
で
も
北
海
道
か
ら
の
搬
入
品
は
若
干
量
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
擦

文
（
系
）
土
器
の
あ
り
方
か
ら
、
北
海
道
と
の
関
係
を
保
つ
陸
奥
湾
周
辺
域
、

出
羽
側
と
の
関
係
の
深
い
岩
木
川
・
米
代
川
流
域
、
陸
奥
側
と
の
関
係
が
深

い
県
南
地
域
の
三
大
地
域
圏
を
抽
出
し
、
こ
の
地
域
圏
は
古
代
の
み
な
ら
ず
、

縄
文
時
代
晩
期
頃
か
ら
近
世
前
期
に
至
る
ま
で
連
綿
と
続
く
も
の
で
あ
っ
た

と
指
摘
す
る
。

　

宇
部
則
保
「
蝦
夷
社
会
の
須
恵
器
受
容
と
地
域
性
」
は
、
七
～
一
〇
世
紀

代
に
東
北
地
方
北
部
や
北
海
道
で
確
認
さ
れ
る
須
恵
器
を
取
り
上
げ
、
そ
の

受
容
の
実
態
と
地
域
性
に
つ
い
て
論
じ
る
。
蝦
夷
社
会
に
お
け
る
須
恵
器
は
、

七
～
八
世
紀
前
半
に
馬
淵
川
下
流
域
や
奥
入
瀬
川
下
流
域
の
末
期
古
墳
や
周

辺
集
落
に
流
入
す
る
が
、
奥
羽
で
須
恵
器
生
産
が
本
格
化
す
る
八
世
紀
中
葉

以
降
に
は
馬
淵
川
流
域
・
津
軽
平
野
・
石
狩
低
地
帯
に
須
恵
器
が
供
給
さ
れ
、

蝦
夷
社
会
の
日
本
海
側
で
須
恵
器
窯
（
十
二
林
窯
、
五
所
川
原
窯
）
が
成
立

す
る
九
世
紀
末
に
な
る
と
生
産
地
周
辺
を
中
心
に
須
恵
器
が
流
通
す
る
。
特

に
、
七
世
紀
代
に
馬
淵
川
下
流
域
で
認
め
ら
れ
る
湖
西
産
須
恵
器
は
、
内
陸

経
路
で
は
な
く
海
路
で
供
給
さ
れ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
須
恵
器
の

受
容
に
は
、
岩
手
県
北
部
か
ら
青
森
県
南
東
部
の
馬
淵
川
流
域
、
青
森
県
西

部
の
津
軽
平
野
、
北
海
道
の
石
狩
低
地
帯
で
地
域
差
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

　

八
木
光
則
「
古
代
北
日
本
に
お
け
る
移
住
・
移
民
」
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
文

化
や
続
縄
文
文
化
の
南
下
、
九
世
紀
の
津
軽
地
域
の
集
落
数
増
加
な
ど
、
北

日
本
に
お
け
る
人
的
交
流
を
理
解
す
る
上
で
論
点
と
な
る
、
移
住
（
他
の
土

地
へ
移
り
生
業
や
家
庭
生
活
を
営
む
長
期
の
居
住
）、
移
民
（
国
家
主
導
又
は

組
織
的
な
他
国
へ
の
長
期
居
住
を
目
的
と
し
た
移
住
）
の
実
態
に
つ
い
て
検

討
し
、
土
器
・
住
居
・
集
落
等
に
見
ら
れ
る
外
来
系
要
素
の
程
度
か
ら
、
移

住
者
や
移
民
主
体
の
集
落
と
在
地
住
民
主
体
の
集
落
を
区
分
し
て
い
る
。
特

に
、
続
縄
文
文
化
の
南
下
に
つ
い
て
は
、
東
北
北
部
に
お
い
て
後
北
Ｃ
２

・
Ｄ

式
期
（
四
世
紀
）
土
器
が
主
体
的
な
土
器
と
な
ら
な
い
こ
と
に
留
意
し
た
上
で
、

北
海
道
と
東
北
北
部
で
は
「
続
縄
文
」
土
器
に
地
域
差
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、

竪
穴
住
居
の
衰
退
が
漸
移
的
な
変
化
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
、
墳
墓
も

異
な
る
推
移
を
示
し
、
土
器
組
成
や
石
器
組
成
、
鉄
器
普
及
の
状
況
も
異
な

る
こ
と
か
ら
、
北
海
道
か
ら
の
大
規
模
な
移
住
に
よ
っ
て
東
北
北
部
社
会
が

大
き
く
変
容
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
す
る
。
続
く
五
世
紀
後
半
に
出
現

す
る
青
森
県
八
戸
市
田
向
冷
水
遺
跡
の
集
落
で
は
在
地
的
要
素
が
少
な
く
、

非
在
地
系
で
ほ
と
ん
ど
が
占
め
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
胆
沢
地
方
か
ら

の
移
住
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
出
羽
方

面
か
ら
の
大
量
移
住
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
て
き
た
九
世
紀
後
半
以
降
の
津

軽
平
野
で
の
集
落
数
・
竪
穴
住
居
数
の
増
加
に
つ
い
て
は
、
在
地
的
要
素
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
内
で
の
人
口
増
加
に
よ
る
も
の
と
捉
え
、

南
の
地
域
か
ら
津
軽
へ
の
人
の
移
動
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
津
軽
の
人
口
を
大

き
く
増
加
さ
せ
る
要
因
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
指
摘
す
る
。

　

伊
藤
博
幸
「
東
北
北
部
に
お
け
る
沈
線
文
土
師
器
」
は
、
東
北
北
部
に
分

布
す
る
沈
線
文
土
師
器
を
集
成
し
、
施
文
方
法
と
出
土
遺
跡
の
時
期
的
・
空

間
的
偏
差
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
従
来
、
沈
線
文
土
師
器
は
北
海
道
の
北
大

式
土
器
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、「
北
大
Ⅱ
・
Ⅲ

式
」
土
器
と
の
関
係
を
否
定
し
、「
北
大
Ⅰ
式
」
の
後
裔
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

可
能
性
が
高
い
と
い
う
説
（
小
野
裕
子
氏
）、
東
北
北
部
地
域
で
独
自
に
展
開

し
た
と
い
う
説
（
宇
部
則
保
氏
）
等
が
提
示
さ
れ
、
沈
線
文
土
師
器
の
系
譜
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八
三

書
評
と
紹
介

関
係
や
成
立
過
程
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
き
た
。
伊
藤
氏
は
、
東
北
出
土
の

沈
線
文
土
師
器
が
七
世
紀
前
半
か
ら
八
世
紀
後
半
ま
で
認
め
ら
れ
、
七
世
紀

後
半
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ
と
、
そ
の
分
布
が
北
東
北
を
主
体
と
す
る
こ
と

を
再
確
認
し
た
上
で
、
口
縁
部
や
頸
部
に
沈
線
鋸
歯
文
・
山
形
文
を
施
し
た

Ⅱ
類
土
器
は
岩
手
県
北
部
か
ら
青
森
県
東
部
付
近
で
成
立
し
た
可
能
性
が
高

く
、
直
接
的
に
北
海
道
の
土
器
文
化
の
影
響
を
受
け
て
成
立
・
展
開
し
た
わ

け
で
は
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

熊
谷
公
男
「
秋
田
城
下
の
蝦
夷
と
津
軽
・
渡
嶋
の
蝦
夷
」
は
、
元
慶
二
年

（
八
七
八
）
三
月
に
出
羽
国
北
部
で
勃
発
し
た
「
元
慶
の
乱
」
に
つ
い
て
、
基

本
史
料
で
あ
る
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
の
乱
関
係
記
事
を
再
検
討
し
、
蝦

夷
諸
集
団
と
そ
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
論
じ
る
。
特
に
、
元
慶
の
乱
に
関
わ
っ

た
津
軽
蝦
夷
・
渡
嶋
蝦
夷
に
つ
い
て
、
反
乱
軍
側
に
加
わ
っ
た
津
軽
蝦
夷
は

米
代
川
流
域
の
蝦
夷
集
団
と
の
交
流
が
密
接
で
あ
り
、
一
方
、
政
府
軍
へ
助

勢
を
申
し
出
る
が
、
戦
闘
に
参
加
し
な
か
っ
た
一
部
の
海
岸
部
の
津
軽
蝦
夷

は
渡
嶋
蝦
夷
と
比
較
的
緊
密
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
と
推
測
す
る
。
ま
た
、

従
来
、
津
軽
を
指
す
と
理
解
さ
れ
て
き
た
「
奥
地
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
用

語
が
津
軽
に
限
定
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
秋
田
城
を
基
点
と
し
た
相
対
的

な
区
分
と
し
、
秋
田
城
か
ら
比
較
的
遠
い
地
域
（
米
代
川
中
・
上
流
域
か
）

と
津
軽
方
面
を
包
括
し
た
表
現
と
捉
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　

三

　

本
書
は
、
古
代
北
方
史
研
究
の
論
点
と
な
っ
て
い
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、

津
軽
海
峡
を
挟
ん
だ
北
東
北
と
北
海
道
の
遺
跡
出
土
の
考
古
資
料
を
素
材
と

し
て
、
交
流
・
交
易
の
観
点
か
ら
古
代
北
方
世
界
の
社
会
動
態
に
つ
い
て
論
じ
、

既
往
の
文
献
史
料
の
再
検
討
を
試
み
て
い
る
と
い
う
点
で
、
古
代
北
方
史
研

究
を
一
歩
前
進
さ
せ
た
も
の
と
し
て
評
価
で
き
る
。
以
下
、
本
書
の
評
価
点

を
簡
単
に
記
し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
、
北
東
北
と
北
海
道
の
地
域
性
を
明
ら
か
に
し
た
点
で
あ
る
。
こ

の
背
景
に
は
、
発
掘
調
査
の
進
展
に
伴
う
資
料
蓄
積
が
あ
る
の
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
考
古
資
料
の
分
析
か
ら
河
川
流
域
・
平
野
を
単
位
と
し
た
小
地
域

で
の
地
域
差
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
地
域
間
の
相
互
関
係
や
移
住
・

移
民
、
交
流
ル
ー
ト
等
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
。
特
に
、
齋
藤
論
文
で
は

土
師
器
・
擦
文
（
系
）
土
器
か
ら
北
海
道
と
の
関
係
を
保
つ
陸
奥
湾
周
辺
域
、

出
羽
側
と
の
関
係
の
深
い
岩
木
川
・
米
代
川
流
域
、
陸
奥
側
と
の
関
係
が
深

い
県
南
地
域
の
三
大
地
域
圏
を
抽
出
し
た
。
ま
た
宇
部
論
文
で
は
須
恵
器
受

容
の
あ
り
方
か
ら
岩
手
県
北
部
～
青
森
県
南
東
部
の
馬
淵
川
流
域
、
青
森
県

西
部
の
津
軽
平
野
、
北
海
道
の
石
狩
低
地
帯
の
地
域
差
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
こ
の
地
域
差
が
、
熊
谷
論
文
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
津
軽
蝦
夷
の
地
域
差

と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
、
今
後
、
文
献
史
料
と
考
古
資
料
の
摺
合
せ
作

業
が
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

第
二
と
し
て
、
従
来
、
外
来
系
土
器
や
外
来
系
技
術
・
技
法
と
理
解
さ
れ

て
き
た
も
の
に
つ
い
て
も
、
よ
り
具
体
的
な
接
触
関
係
や
系
統
関
係
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
天
野
・
小
野
論
文
で
は
施
文
方
法
か

ら
続
縄
文
土
器
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
土
器
の
接
触
関
係
、
小
野
論
文
で
は
「
後
北

Ｃ
２

・
Ｄ
式
」
土
器
段
階
を
通
じ
て
道
央
部
が
地
方
へ
の
情
報
の
発
信
源
で

あ
っ
た
点
、齋
藤
論
文
で
は
北
海
道
の
ロ
ク
ロ
土
師
器
坏
と
北
奥
の
擦
文
（
系
）

土
器
が
在
地
製
作
さ
れ
た
可
能
性
、
八
木
論
文
で
は
移
住
・
移
民
の
実
態
に

つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
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第
三
と
し
て
、
考
古
資
料
の
分
析
か
ら
、
僅
か
に
残
る
阿
倍
比
羅
夫
北
征

記
事
や
元
慶
の
乱
関
係
記
事
の
評
価
に
つ
い
て
、
考
古
学
と
の
協
業
・
融
合

に
よ
っ
て
摺
合
せ
が
可
能
に
な
っ
て
き
た
点
で
あ
る
。
前
述
の
津
軽
蝦
夷
の

地
域
差
の
み
な
ら
ず
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
南
下
の
実
態
に
つ
い
て
も
、
瀬

川
論
文
や
中
村
論
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
考
古
学
・
理
化
学
分
析
か
ら
議

論
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
意
義
は
大
き
い
。

　
　
　
　
　

四

　

次
に
、
若
干
課
題
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

第
一
と
し
て
、
本
書
の
テ
ー
マ
が
土
器
類
の
精
査
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い

る
こ
と
に
も
よ
る
が
、
土
器
以
外
の
様
相
に
つ
い
て
の
検
討
が
課
題
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
。
八
木
論
文
や
齋
藤
論
文
で
は
、
北
東
北
の
集
落
遺
跡
で
認
め

ら
れ
る
北
海
道
起
源
の
外
来
系
要
素
が
続
縄
文
土
器
や
擦
文
（
系
）
土
器
以

外
で
は
希
薄
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
交
流
・
交
易
の
実
態
を
よ

り
深
く
理
解
す
る
に
は
、
土
器
以
外
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
う
え
で
人
的
交

流
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
生
活
様
式
や
文
化
変
容
の
意
義
に
つ
い

て
も
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
齋
藤
論
文
に
見
ら
れ
る
法
量
・
胎

土
分
析
の
精
緻
な
分
析
、宇
部
論
文
に
見
ら
れ
る
須
恵
器
の
受
容
（
器
種
構
成
・

出
土
状
況
・
使
用
法
の
検
討
）
の
実
態
、
八
木
論
文
に
見
ら
れ
る
集
落
構
造

や
出
土
遺
物
に
見
ら
れ
る
外
来
系
要
素
の
実
証
的
な
検
討
は
、
生
活
様
式
や

文
化
様
式
の
理
解
に
も
つ
な
が
る
。
今
後
、
さ
ら
な
る
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　

第
二
と
し
て
、
小
口
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
秋
田
城
跡
の
北
方
支
配
の

実
態
解
明
で
あ
る
。
宇
部
論
文
で
は
、
九
世
紀
末
に
津
軽
で
成
立
す
る
五
所

川
原
窯
は
、
官
窯
か
ら
民
窯
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
る
全
国
的
な
窯
業
生
産
の

動
向
と
連
動
し
、
五
所
川
原
窯
周
辺
に
は
律
令
側
が
関
与
し
や
す
い
社
会
状

況
が
あ
っ
た
と
想
定
し
て
い
る
。
五
所
川
原
窯
開
窯
に
あ
た
っ
て
、
秋
田
城

が
ど
の
程
度
関
与
し
た
の
か
／
し
な
か
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
、

今
後
の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
一
〇
世
紀
中
葉
以
降
に
北
東
北
・
北
海
道
南

部
で
展
開
す
る
「
防
御
性
集
落
（
環
濠
集
落
・
囲
郭
集
落
）」
や
交
易
拠
点
と

も
理
解
さ
れ
て
き
た
十
三
湖
沿
岸
の
再
評
価
も
必
要
と
な
る
。
一
九
九
〇
年

代
以
降
に
古
代
城
郭
と
推
定
さ
れ
て
き
た
青
森
県
五
所
川
原
市
福
島
城
跡
で

は
、
近
年
の
発
掘
調
査
で
、
一
四
世
紀
後
半
～
一
五
世
紀
前
半
に
「
外
郭
」・「
内

郭
」
が
整
備
・
展
開
す
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
（
青
森
県
教
育
委
員
会
『
福

島
城
跡
』
二
〇
一
二
年
）。
古
代
の
十
三
湖
沿
岸
の
見
直
し
も
必
要
に
な
る
と

思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
同
時
期
に
大
陸
で
勢
力
を
持
っ
た
渤
海
（
六
九
八
～

九
二
六
年
）
と
の
交
流
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
渤
海
使

は
出
羽
に
も
た
び
た
び
訪
れ
、
秋
田
城
跡
で
は
渤
海
系
と
さ
れ
る
鉄
製
羽
釜

が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
大
陸
系
あ
る
い
は
渤
海
系
と
評
価
さ
れ
て

き
た
資
料
に
つ
い
て
も
改
め
て
検
討
し
、
文
物
の
交
流
の
実
態
に
つ
い
て
も

明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　

五

　

以
上
、
僭
越
を
顧
み
ず
私
見
を
述
べ
た
。
近
年
の
古
代
北
方
史
研
究
で
は
、

本
書
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
考
古
資
料
の
蓄
積
に
よ
っ
て
精
緻
な
分
析
が

可
能
と
な
り
、
古
代
北
方
世
界
の
交
易
・
交
流
の
実
像
が
判
明
し
つ
つ
あ
る
。

特
に
、
北
方
史
研
究
は
、「
日
本
史
」
研
究
に
対
す
る
反
省
と
し
て
、
よ
り
豊

か
な
日
本
列
島
の
歴
史
を
描
く
う
え
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
ま
た
、
北

東
北
・
北
海
道
は
、
そ
の
地
理
的
特
性
か
ら
渤
海
や
靺
鞨
・
女
真
等
の
大
陸
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八
五

書
評
と
紹
介

と
の
交
渉
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
環
日
本
海
、
さ
ら
に
は
北
東
ア
ジ
ア
の
社
会

動
態
を
理
解
す
る
上
で
も
重
要
な
地
域
で
あ
る
。

　

こ
の
点
で
も
本
書
は
、
古
代
の
日
本
列
島
内
の
多
様
な
地
域
文
化
の
実
態

を
理
解
す
る
上
で
も
貴
重
な
成
果
と
言
え
る
。
既
刊
の
榎
森
進
・
小
口
雅
史
・

澤
登
寛
聡
（
編
）『
ア
イ
ヌ
文
化
の
成
立
と
変
容―

交
易
と
交
流
を
中
心
と
し

て―

』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）、
小
口
雅
史
（
編
）『
古
代
末
期
・
日
本

の
境
界
』（
森
話
社
、
二
〇
一
〇
年
）
と
併
せ
て
一
読
す
る
と
、
よ
り
一
層
理

解
が
深
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
小
口
氏
は
、
現
在
、
新
た
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、『
律
令
国
家
の
北
限
支
配
か
ら
み
た
、
津
軽
海
峡
を
挟
む
古
代
北
方
世

界
の
実
態
的
研
究
』（
平
成
二
三
年
度
～
二
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤

研
究
（
Ｂ
））
を
推
進
し
て
い
る
。
律
令
国
家
最
北
の
支
配
拠
点
で
あ
る
秋
田

城
の
北
方
支
配
や
北
方
世
界
と
の
交
流
の
実
態
に
つ
い
て
解
明
す
る
こ
と
を

目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
本
書
の
課
題
と
さ
れ
た

秋
田
城
を
軸
に
据
え
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
研
究
成
果
が
得
ら
れ
る
も

の
と
期
待
さ
れ
る
。

　

な
お
、
内
容
紹
介
に
お
い
て
誤
解
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
筆
者
の
乏
し
い

能
力
ゆ
え
で
あ
る
。
ご
容
赦
願
い
た
い
。

（
二
〇
一
一
年
一
〇
月
二
五
日
刊　

高
志
書
院　

Ａ
５
判　

二
九
九
頁　

定
価

六
〇
〇
〇
円
）
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